
熱帯林造成技術 
テキスト No3 

元九州材木育種場 
育種研究室長 

山 手 廣 太 著 

熱帯地域における育苗の実務 

繁 

‘， 

z轡r' 」 
寸 

’一~－ ー． ●・’ 

、’ 

財団法人 

国際緑化推進センター 

熱帯林造成技術
テキスト No3

元九州材木育種場
育種研究室長
山 手 鹿 大 著

熱帯地域における育苗の実務

-, …▼" … - ▼▼, ,r, '" .ml r--" '罰“ “ 旧 ‐▼.- ---- - “ ' . ・‐ .

1様二言断
・. .・ r・′・

霊園護卿国際1 , != - ,
ー.・、

財団法人

国際緑化推進センター



熱帯林造成技術テキストの発刊にあたって 

毎年1,700 万ヘクタールにも及ぶ熱帯林が消滅し、地球規模での環境 

問題として早急な対策が必要とされております。 

このような中で、今後わが国には多くの国よりこれまで以上に林業協 

力の要請が増大するものと予想され、これに対処するためには国際林業 

協力に従事する人材の育成等の国内支援体制の強化が必要とのことから、 

1991年春、財団法人国際緑化推進センターが設立されました。 

当センターでは事業の一環として、企業やNG0等の民間機関による林 

業協力に従事する人々やこれからの林業協カを担うであろう青少年を対 

象にして、熱帯林の造成技術についての研修会を開催いたしております。 

この熱帯林造成技術テキストはこれら当センターで行う研修の教材と 

して使用するとともに、林業協力に従事する人達にも活用頂ければと作 

成致すものであります。 

本テキストは熱帯林など海外の森林・林業に関してシリーズでの発刊 

を考えており、著書につきましても現地での実地経験豊かな方をお願い 

し、現場での手引き書としても直ちに使えるようなものを作成して参り 

たいと考えております。 

本テキストが今後、わが国の国際森林協力に従事する人々に少しでも 

役立ち国際林業協力の推進に些かでも貢献出来ればと願いつつ本テキス 

トを発刊致すもので有ります。 

1993年1月 

（財）国際緑化推進センター 

理事長 秋 山 智英 
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は じ め に 

既に周知のとおりここ数＋年の間に、熱帯・亜熱帯の森林面積は、毎 

年減少の一途をたどっているが、これは、人口増加に伴なう食糧確保・ 

経済発展・土地開発等によるものとされている。これらの事から、地球 

環境の破壊が危惧され、今や世界中がこの問題に関心を持つようになっ 

た。これら地球上の森林減少と環境問題については、多数の優れた論文 

が報告されているのでそれらを参照していただきたし、 

失われた森林を再生するという事は容易なものではないが、近年関心 

の高まりと共に熱帯圏各国においても森林造成事業が遂行されるよう 

になった。この森林造成の内容は、1‘治山・治水：これは、雨期の増 

水による土砂流亡を防止し、かつ、ダムを通して灌漑し農業に寄与する。 

2，砂漠化防止：現在草本・灌木の僅かな植生は見られるが、放置する 

と厳しい自然環境のため、消滅する事が予想され先手を打って森林造成 

を行なう。3.経済発展：草原や未利用の灌木林等に新たな有用樹種の 

造林を行ない、優良木材の生産及び、地域によっては薪炭林に供する。 

等が挙げられている。 

いずれにしても造林をするためには、苗木を作らねばならないが、熱 

帯地域での苗木作りは気候的因子が大きく関与するので、我国のように 

苗の休眠期に裸根苗を植え付けて、良好な成績を望むわけにはいかない。 

まず根本的な違いは育苗法であるが、殆どの熱帯諸国ではポット苗によ 

る造林のために、蒔付けから山出しまでの作業種が非常に多い事等が挙 

げられる。これらの作業をどの程度適確に進める事が出来るかが育苗事 

業成否の分岐点となるが、それではどんな方法によれば良苗が得られる 

か育苗技術の開発に努めなければならない。 

本書では、筆者が東南アジア・アフリカ諸国の熱帯圏で経験した育苗 

法等について述べているが、まだまだ序の口の技術と思われるので、こ 

れから苗畑（育苗）担当で派遣される方々は、本書を参考程度にして自 
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は じ め に

既に周知のとおりここ数十年の間に、熱帯・亜熱帯の森林面積は、毎

年減少の一途をたどっているが、これは、人口増加に伴なう食糧確保 ・

経済発展・土地開発等によるものとされている。これらの事から、地球

環境の破壊が危倶され、今や世界中がこの問題に関心を持つようになっ

た。これら地球上の森林減少と環境問題については、多数の優れた論文

が報告されているのでそれらを参照していただきたい。

失われた森林を再生するという事は容易なものではないが、近年関心

の高まりと共に熱帯圏各国においても森林造成事業が遂行されるよう

になった。この森林造成の内容は、 1. 治山・治水 :これは、雨期の増

水による土砂流亡を防止し、かつ、ダムを通して瀧概し農業に寄与する。

2, 砂漠化防止 :現在草本・潅木の僅かな植生は見られるが、放置する

と厳しい自然環境のため、消滅する事が予想され先手を打って森林造成

を行なう。 3. 経済発展 :草原や末利用の潅木林等に新たな有用樹種の

造林を行ない、優良木材の生産及び、地域によっては薪炭林に供する。

等が挙げられている。

いずれにしても造林をするためには、苗木を作らねばならないが、熱

帯地域での苗木作りは気候的因子が大きく関与するので、我国のように

苗の休眠期に裸根苗を植え付けて、良好な成績を望むわけにはいかない。

まず根本的な違いは育苗法であるが、殆どの熱帯諸国ではポット苗によ

る造林のために、蒔付けから山出しまでの作業種が非常に多い事等が挙

げられる。これらの作業をどの程度適確に進める事が出来るかが育苗事

業成否の分岐点となるが、それではどんな方法によれば良苗が得られる

か育苗技術の開発に努めなければならない。

本書では、筆者が東南アジア・アフリカ諸国の熱帯圏で経験した育苗

法等について述べているが、まだまだ序の口の技術と思われるので、こ

れから苗畑 (育苗)担当で派遣される方々は、本書を参考程度にして目
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分流の技術を開発していただきたい。というのは、これまで熱帯諸国へ 

の技術移転では、例えば、「南スマトラ森林造成技術協力プロジェクト」 

といったような、機関の中で行われてきたため、仕事をしていくうえで、 

何から何まで物がある事に基づいた技術開発であり、技術移転であった。 

このため、相手国のカウンターパートをはじめ仕事に来た地域住民はこ 

の中での技術を吸収したわけで、プロジェクトが終了して日本側が引上 

げた後には物がないので、移転した技術の大半は使えないであろうとい 

う事である。そこで、前述した「自分流技術の開発」の中には、地域住 

民が吸収し易い、即ち物がある程度なくても良苗が生産できる知恵を注 

いだ育苗法の開発を急がねぱならない。 
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分流の技術を開発していただきたい。というのは、これまで熱帯諸国へ

の技術移転では、例えば、「南スマトラ森林造成技術協力プロジェクト」

といったような、機関の中で行われてきたため、仕事をしていくうえで、

何から何まで物がある事に基づいた技術開発であり、技術移転であった。

このため、相手国のカウンターパートをはじめ仕事に来た地域住民はこ

の中での技術を吸収したわけで、プロジェクトが終了して日本側が引上

げた後には物がないので、移転した技術の大半は使えないであろうとい

う事である。そこで、前述した「自分流技術の開発」の中には、地域住

民が吸収し易い、即ち物がある程度なくても良苗が生産できる知恵を注

いだ育苗法の開発を急がねばならない。
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